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A.G ・ホップウッドの記述的会計理論

男貞寺官
同

会計の発展は組織の形成ならびに組織の実現と

可能化D歴史である。

一一-Hopwood，n， d.. p. 8 

組織はその会計から独立していなかった。

一-Hopwood，1984 (d)， p. 25. 

組織は C常に〕そり会計に訴えて改草され〔か

つ拘束され〕ている。

一一Hopwood，1985， pp. 37:5-376. 

I 会計理論にたいする文化的条件付け

「会計理論はわれわれの文化の真部分集合であるJ"といーわれているように，

「会計理論と文化は容易に切り離すことができない」幻ほど i相互に密接に

関係しているJ"から，社会的価値体系として「社会を制御する変数〔である文

化〕が違えば，その分だけ会計理論は違ってくるであろう。」心もし，このよう

な「会計理論にたいする完全な文化的条件付け(entirecultural conditioning) J 

と呼びうる考えに賛同して i会計理論はある集団の『文化』を反映するとい

う命題を受容したならば，当然の帰結として，社会〔文化〕の変化はある国の

会計理論の変化をもたらしたということになるであろう。」日

n Gambling， 1984. p. 124 
2) Gambling， 1974， p. 107 
3) Gambling， 1978， p. 163. 
4) Gambling， 1974. p. 124 
5) Gambling， 1978. p. 46. 
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もちろん，ある社会の「文化の下位文化が個人の〔価値観または〕個性の合

成として形成きれているのと丁度同じように，ある社会の会計理論は集団力学

によって変容された個人メンバーの合成的会計理論である。J" したがって，

「どんな社会でも，きわめて多様な個人的会計理論が共存することは避けられ

ない。J'、しかし，ある社会または国の合成的会計理論がそれを条件付ける社会

文化または国民文化の特有の構造を反映して，独特の類型を示すことは否定で

きないであろう ω。

たとえば，イギリ λ で「現在おこなわれている〔会計〕研究にたいする最初

の刺激は大酉洋を超えτ〔アメリカから〕もたらされたJ"けれども， これら

r~ 、くつかの研究領域では，現在〔会計〕思想としてきわめて独特のイギリス

学派 (quitedistinctivc British schools of thought) が存在してし、る。」山事

実， 1970午代「初め〔まで〕は，会計の行動的側面に関するアメリカの研究に

よって影響を受けたけれども・・・アメリカの『行動的』関心は間もなくイギ

リスの『組織的』関心によって，それから，ますます，イギロスの「社会的』

関心によって，取って代わられた。」山

その結果 rアメリカにおける〔会計〕研究が今でも〔会計情報にたいする

個人と集団の反応を重視する〕心理学的〔新古典派経済学的〕見方を強調して

いるのに，イギリスの〔会計1研究はますます(組織論的・社会学的見方にそ

って〕より組織的・社会的レヴzノレでの分析を進めてい {;J12)のが現状である。

ところで，そこにいたる過程で r会計研究を社会科学研究の主流へ統合し

6) Gamhling， 1974. p. 124 

7) Galllbling， 1974， p. 124. 

む たしかに，表面的には，文化的世属国司会計理論はしばしば文化地支配国の会計理論を範型と
して形成されてきた。しかし， 伝統的に「記録された簿記に関する知捕をもっていない社会も
〔潜在的には，独自の民族主化にもとづいて形成された独特0)] W会計理論』をもっているかも
しれなし寸 CGambling，1974 p. 201.)ので， 文化的従属国でさえ，会計理論にたいする民族文
化的条件叶けが不完全であるにせよ作用していたこ左を認めなくてはなるまい。

9) Hopwood and. Bromwich， 1981， p. xiii 
10) Hopwood and. Bromwich， 1984 (b). p. 133 
11) Hopwood and Bromwich， 1984 (b)， p. 149 
12) Hopwood and Bromwich. 1981， p. xiii 
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てゆ〈動き」山をリードした0;}は. 1976年に創刊きれた『会計・組織・社会』

の編集長として， また 76年から社会科学研究審議会 (5SRC)-84年に経

済社会研究審議会 (ES R C) と改名 の研究助成金を受けて組織されたい〈

つかの会計研究グノレープや研究集会の組織者として I会計がこれまでにもち，

かつ， これからももちうる社会的・組織的意味を理解する援け2こな旬うる会計

の〔記述〕理論」を帯築するために「理論的・方法論的革新J14)を試み Iこ

れまで問題とされなかったことを問題にする」山「イギリスにおけるより記述

的なアプローチ」山を推進した(1976年にオックスフォード経営研究センタ一

回教授職フェロ一山に， 78年にロンド Y ・ピジネλ ・λ クーノレの会計学・財務

報告諭教援に. 85年に L5Eの国際会計・財務管理論教授に就任した〕アント

ニ ・G ・ホップウッドであったといってよいであろう。

ちなみに，このような新動向が展開する過程で，その先頭に立って，ホップ
ν デ牟スト

ウッドは，会計「情報を利用する社会的関係状況はそれに付される意味に影響

を及ぼす」即以上， I会計のどんな説明白nyaccounting of accounting) も

それが出現した関係決況とそれに寄せられる多様な期待の土り広範な認識にも

とづいていなければならない」山として， I会計がおこなわれる関係状況の中

で会計を研究するJI代替研究パラダイムと方法論の必要性J20
) を強調してき

ている。

そこで，以下， 本稿では， I会計の関係状況の多元的性格 (the pluralistic 

nature of the accounting context) に関する認識の高まりJ21)にそって，ホ

13) Hopwood and Bromwich， 1991， p. xv 
14) Burchell， Clubb， Hopwood， Hughes and Nahapiet. p. 23 

15) Burchel1. Clubb， Hopwood， Hughes and Nahapiet. pp. 22-23. 
16) Hopwood and Bromwich， 1981， p. xiii 
17) それ以前に，ホップウ¥'l'rは1965年f:. L SEを卒業桂， シカゴ大学経営学大学院に進み.67 

年に修士号， 71年に惇士号を取得Lて，叩年にマンチ品スター田ピジネス田スクールの講師に，
73年にアドミエストレイティフ y、タッフ カレ γ ジ凸シ =ア F スタッフに就任していた。

18) Hopwood. 1979， p. 91. 
19) H叩 wood.1984 Cb)， p. 12 

20) Hop、叩od.19恒， p. 370 
21) Hopwood and Bromwich， 1981， p. xiv. 
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ヅプ守ッドが「より多元日同関係状況 (amore plu凶凶ic context) の中でJ'"2)

会計を「狭い組織領域よりもむしろ社会領域に属す人工物J23) として観察し，

分析してゆくために採用した会計研究方法論とその前提としてまたはそれを通

じて形成した会計観を座標軸にして， ~ホップウッドの記述的会計理論』をで

きるかぎり忠実に(彼がロ Y ドン・ピシヰス・スクーノレヘ移ってから単独また

は研究協力者と共同で公表または半公表した多くの論稿から抜翠し〕再構成し

てみよう。

II 会計の社会的認識と会計の社会史

徐々にではある吋れども I会，[はより多〈の異成分から成る〔多元的〕現

象〈はJlloreheterogeneous phenomcnon) と解されるようになってきた。J24)

しかし，い百んとして I一般におこなわれている論議においては，会計は非

歴史的な，技術的に合理的な〈利害に左右さわしない〉現象として取り扱われて

いる ~j25) そこで，ホップウ ν ドは「会計技法のf院者に動かされる性格 (the in-

teres:ed nature) 合はっきりと認識した研究のための一貫した知的基礎J26) と

して「会計を利害に動かされる活動と解す必要性」町をつぎのように説明して

いる。

「会計はその出現をもたらした社会的 C利害対立または1闘争や革新から分

離された現象と解されているJ28) が I会計はその出現，機能に加わる社会関

係から切り離すことはできない」叩以上，かかる社会的「関係状況を外して，

会計の発展，現在の機能と効果，会計がこうむっている矛盾を理解できるかど

22) Hopwood and Bromwich， 1981， p. xiii 

23) Hopwood. 'D. d.. p. 12 
24) Hopwood and Bromwich， 1984 (a)， p. 8 

25) Hopwood.-n. d.. p. 9 
26) Hopwood~ 1985， p. 368 
27) Hopwood5 1985， p. 367 
28) 日opwood.1983， p. 290. 
29) Hopwood. n. d.， p. 10 



A 田 G・ホップウッドの記述的会計耳鳴 (239) 5 

うか疑わしいJ~O) ので í会計は〔社会グループ問の〕相異なる利害 が対

立する領域に出現し，機能しているものと解される必要がある。J3D

「かかるじ会計〕観は公平かっ中立的な〔意思決定〕支援的な会計 (anim-

partial， neutral and merely facilitative account) という一般に受け入れら

れている見解と著しく相違している」叩けれども，最近では i徐々に会計は

有効な意思決定の中立的支援者の役割を果たす技術領域に属すものと解される

よりも，むしろ，きわめて特殊な経済的・社会的・政治的刺害の追求に関係づ

けられるようになりだしている。」そり結果会計は利害に動かされる努力

(an interested endeavour) とみなされるようになっている。」叩

そして，それと並行して， i会計はますます組織領域で演じられる社会的

〔利害〕対立にその起源をもっていると解されるようになっているJ34) ばかり

でなく，きらに， i会計が伝統的に役立も土光利害以外の利害に役立もう呂か

どうかを知りたいと思われだしている。J35)

「このような見方からすれば，会計は特定の利害の表明 (thearticulation 

of particular :interests)を助けるばかりでなく，利害に動かされる努力の積極

的な追求から出現した」耐といわな〈てはならないが iこれまでおこなわれ

た歴史的研究の多くは，会計の現行の機能と変化の過程を理解する系統立った

試みから離れて， [会計〕技法の初期の歴史に集中していたJ37)ので，会計が

出現し，機能し，かっ変化する「社会的・経済的・制度的関係状況から切り離

して，会計の技術史が書かれる傾向が存在した。」叩そして，その反面で， iい

かに会計は〔出現し3 機能し，かつ〕変化するかを説明する〔会計の社会史

:30) Hopwood， 1984 Cb)， p. 12 

:31) Hopwood， 1984 Cb)， p. 7. 
32) 日opwood，ロ d.，p. 2 
33) Hopwood， n. d.， p. 1 
34) Hopwood， n. d.， p. 11. 
35) 目叩woodand Bromwich， 1984 (a)， p. 11 
36) 目。pwood，1985， p. 367 
37) 日opwoodand Bromwich， 1984 (b)， p. 140. 

:38) Hopwood， 1985， p. 365 
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の〕研究が木当に不足している」叩ので i会計り発展と変化のより広汎な社

会的関係状況については，ほんのわずかしかわかっていないのである。」叫

その意味で iわれわれは会計の変化のいかなる一般理論も提示し，または

〔会計の変化の正確なからくりを〕発見していない」仰といえよう。

III 社会的要因と組織的要因の交わりとして創出

され，機能している会計

もちろん i相対的に少数である」けれども， i会計の変化と新しい会計の

出現の社会的分析J(2)が試みられた場合には i会計はそれが出現Lた関係状

況に依存する環境適合的現象 (acontingent phenomenon) と一般に認めιれ

るようになったの 1
43

) しかし， iこのような会計の変化の環境適合的見方J44lは

「会計とその環境の弁証法J45) または「会計と社会の相互依存性」山を捕える

ことができないので，ホップウッドは「会計がおこなわれi5関係状況にたいす

る会計の関係」刊について，つぎのように説明している。

あらためて指摘するまでもなく i環境は発展，進化するにつれて，会計に

異なった必要を満たすことを要求する」ので，それに応えざるをえない「会計

は〔一般に〕環境適応現象 (a reflective phenomenon) であり，かっそうあ

るべきものと解されている。J4B) そのため， iわれわれがいだいている会計の

変化モデルはなお多くの点で環境適合モデル (acontingent model)にとどま

っている。J40l

39) Burchell， Clubb and Hopwood， 1981， p. 100 
40) Burchell. CJubb， Hopwood， Hughes and Nahapiet， p. 22 
41) Burchell， Clubb and Hopwood， forthcorning， p. 46 
42) Burchdl. CluLL， Hopwood， Hughes and Nahapiet， p. 2:::1 

43) Hopwood and Bromwich， 1984 (b)， p. 140 
44) BUIchel1. C1ubb and Hopwood， forthcoming， p. 5. 
45) Burchel1， Clubb and Hopwood， forthcoming. p. 8 

46) Burchel1， Clubb and Hopwood， forthcoming， p. 9. 
47) Hop柄。od，1983， p. 298 

48) Burchell， Clubb and Hopwood， forthcoming， p. 4. 
19) Burchell， Clubb and Hopwood， fOIthco，ming. p. 46 
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しかし I会計はそれがおこなわれる関係状況に単に適応するよりも，むし

ろ，その関係状況に影響する力をもっている」山から I会計は単なる環境適

応的努力というよりも，むしろ，環境形成的努力 (acrea ti ve than merel y re-

flective endeavour)であるJ5l)と言t識しなくてはなるまい。

そこまで踏み込まなくても Iし、かに会計はその関係状況によって形成され

たか，さらに，いかに前述の関係状況の少なくともいくつかの側面は会，[その

も白によって逆に形成されるかを認識することによって，会計技法〔と環境〕

の相互作用性に注意を向け」たならば，われわれは「会計を〔環境に〕依存し，

かっ〈環境から〕独立した現象 (adependent and inrlepenrlent phenomenon) 

と1轄すことができあJ51!)であろう。

いずれに Lても， I会計の環境滴応的役割と環境形成的役割の間には，込み

入った相互作用がある」日〉ことは否定できないので，今日では， I会計は〔組

織と]社会に適応し，かっ〔組織と〕社会の形成を可能にするものと解される

ようになった。J54>すなわち， 方では I会計はますますそれが機能してい

る特定の組織とよ b広い社会機構の双方の影響にさらされる現象と解されるよ

うになった」日〉が，他方では I会計はそれがー 利用される関係状況を支援

するよりも，むしろ，関係状況を形成し，かっ積極的に動員することに関与す

る，利害に動かされる実務の性質をもったものと解されうる」日〉ようになった。

こうして，会計の「環境適応能力」と「環境形成能力」とが織りなす「会計

の変化過程の一見不確かな二元的特性 (dualisticcharacter) J刊 が認識され

ると Iいかに社会的要因が過去と現先白会計に織り込まれてきたか。どんな

〔社会的・組織的〕要因が会計の変化の強力な動員者であったか。どんむ役割

50) Burchell. Clubb and Hopwood， forthcoming， pp. 7-8 
51) Hopwood， n. d.， p. 1 
52) Hop、刊od，1983， p. 288 

53) Hopwoocl， 19咽3，p. 301. 

54) BurcheII， Clubb， Hopwood， Hughes and Nahapiet. p. 21 

55) Hopwood. 1983. p. 301 

56) Hopwood 1984 (b)， p. 11 
ら.7) Burchell， Clubb and Hopwood， forthcoming， p. 8 
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を会計は社会・政治領域の形成と実現において演じたか」聞が問われることに

なるであろう。

もちろん，これらの聞いに答えるためには社会的要因は組織的要因から

切り離せなL、0 ・・・.;j1'実，少なくとも部分的には，社会的要因は組織の中にあ

らわれ亡いるし単に， 組織的要因は社会自重要な部分を構成している。J5~)

したがって，社会的要因と組織的要因が相主に会計に織り込まれる仕方に考

察が向けられなぐてはならない」叫が，不幸なことには， ζれまで"、かに

会計は社会的問題関心を組織に突きさし〔はめ込むことを通じ〕て，組織を変

えると Eができ<sか，逆に，社会の形成に影響しうる組織実務を生みだすとと

ができるかを評価する試みはほとんどなされてこなかった。J6U

そこで，ホヅプウッドは，これらの問題に光を当てるために，組織「社会現

象として会計を認識する必要性JB2.)をつぎのように説明している。

これまで. '組織領域と社会領域は独立した領域にとどまる傾向をもってい

たJ53}が，そうした関係状況の中で. '会計は社会的要因を組織に〔突きさ

し〕はめ込むのに重要な役割を演じてきた」白'1..-，また，逆に「会計は組織が

社会領域へ組み込まれる重要な手段のひとつじであった〕と考えられる。J65)

そうすると. ，会計は純粋な組織現象と考えることはできない。」刷現在では，

組織内部の「管理会計でさえ，組織・社会現象であると理解されるようになっ

ている。J6n

事実 「会計は組織的要因と社会的要因の交わりとし亡創出され，その後も

58) Hopwood， 1985， p. 366. 
59) Hopwood， 1983， p. 302 
60) Burchell， CluLb， Hopwood. Hughes alld Nahapiel， p. 23 
61) Hopwood， 1984 (b)， p. 13目

62) Hopwood， 1985， p. 366. 
6ド3) Hopwood， 1984 (b)， p. 13 

64) Hopwood， 1983， p. 302. 
65) Hopwood. 1984 (b)， p. 12. 

66) Burchel1， Clubb， Hopwood， Hughes and Nahapiet， p. 19. 
67) Hopwood and Bromwich. 1984 (b)， p. 150 
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そうしたも 0 としてしばしば機能している」同》ので i会計は組織を背景にし

て機能しているけれどもJ""に 「その起源は組織の内部と外部の双方における

社会権力の行使にあると解されている。」間

IV 会計は本質的には社会的・政治的活動である

周知のように i会計の出現をうながす〔社会的・組織的V ヴュノレでの〉圧

力はおびただししかっ相反することもある」刊ので iし、かに組織の会計が

…・〔組織の内部と外部の〉政治過程から出現したかを研究する多〈の可能

性J'わが考えられる。さらに会計はひとたび実施されると i会計の社会

的・政治的性格J73)は土りあらわとなるので. i会計が組織生活と社会生活を

特徴づづ、ける政治過程で演じる役割に考察が向けられな〈てはならない。J"

そこで i正しく理解された会計は基本的には社会的・政治的活動であるJm

と信じるホップウッドは，会計が「社会的・政治的動員の有力かつ重要な手

段」刊〉のひとつとして機能しうることをつぎのように説明してい否。

「会計は組織境界の特定化，組織空間の内部分割・ 〔以外に，組織を〕目

に見えるようにする手段 (ameans of visibility) の創出に関わりあってい

るJ77lが， i過去と υ ・・未来の不確実な世界から〔決定論的なJW事実』を〔観

念の体系として〕創出するJiS) に当って， i会計は等しく意味のある潜存的行

動や問題関心の全系列〔の公平な受け入れ〕を排除し，かっ追放する」ので，

68) H句、;vood，1984 (b)， p. 12 
69) Hopwood and Bromwich. 1984 (b)， p. 150 
70) Hop、叩od，n. d.， p. 11 
71) Burchell， Clubb， Hopwood， IIughes and Nahapiet. p. 22 
72) Hopwood， 1983. p. 297 

73) 日opwood，1985. P目 363.
74) Burchell， Clubb， Hopwood. Hugh回 andNahapiet， p. 23 
τ5) Hopwood， 1985. p. 365. 

76) Hopwood， 1985. p. 376 

77) Hopwood， n. d.， p. 1. 
78) Hopwood. 1984 (a)， p. 180 
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「ある〔特定の〕現象，問題関心，活動のみが会計領域へ参入する。」間

したがって I会計そのものは選択的かつ不公平なものである Cbeingselec-

ti ve and partial) と認められだしている」酬が，いずれにしても I会計は

〔意図的に〕目に見える世界 (therealm of the visible) を形成することに

よって，現行の組織生活と望ましいと考えられる〔その〕変化の方向に付与さ

れる意味に重大な影響を及ぼすととができる。JS
l)

より詳しく述べると I会計が〔その特性を生かして〕組織行動とその結果

に与える選挟的〔かっ不公平〕な可視佐 (theselective visibility) は，それ

まで不確かではあるが，実行可能に Lて，望ま L<，かっ重要であると解され

てきたことに影響を及ぼす重大な役割を演Lioととができる。」叩

きらに，これまでとは建った「絢織の代替可視陛 (alternative visibilities) 

の創出」は，違った組織局面の強調，違った価値観または問題関心の意思決定

過程への挿入，違った組織行動にたいする正統性のアピーノしなど叫を通じて，

これまでとは違った「パターンの組織内外の権力と影響力を形成することがで

きる。」叫したがって，会計は「影響力のある不公平なパター γ の可視性 (a

partial but influential pattern of visibility) を創出」防)I独占化ずることJ86)

によって，組織内外の「政治領域にきわめて大きな結果をもたらすことができ

る」ばかりでな<，さらに，そこに狙いをつけて， I政治的主張や論議を動員

するために利用することができるのである。」刊

ところで，会計の「政治的結果と経済的結果」耐のうち，前者の経験的研究

79) HOJlwoor1， n. r1.， p. 1 

80) Hopwood， n. d.， p. 1 

81) Hopwood， 1984 (<1)， p. 179 
82) Hopwooヨ， 1984 (a)， p. 178 
83) Hopwood， 1984 (a)， p. 179 
84) Hopwood， 1984 (a)， pp. 177-178 
85) Hopwood， 1983， p. 299 
86) Hop柄。od，n. d.. p. 20. 
87) Hopwood， 1984 (a)， p. 181. 
88) Hopwood， 1984 Cc)， p. 29 
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はかなり困難であるけれども，後者の経験的研究は比較的容易であるので，す

でに f潜在的には同じ組織でさえ，異なったパターンの内部可視也が与えら

れると，長い間には非常に異なったパターンの業績が生じることが〔経験的研

究の成果としてコ示されてきた。」間その結果， 現在では I特定のパターン

の組織可視性の創出」刷に参画する「会計は，不確かではあるが，望ましく，

かっ実行可能なことに関する異なった見方の形成にはっきりと結ひっけられる

ようになっている。」叫〉

以上考察してきたように，会計によって組織に与えられる「新しい経済的可

視性は，それまで無視されてきたことを強調しそれまで当然主思われてきた

ことに挑戦するために作り上げられている i即が，その場合に，会計は「技術

的専門知識が政治的論議を支配することができる領域の創出J93) と独占化を通

じて. Iそれまで政治的優先問題と解されてきたこと」を「技術的事実と必要

が支配する新興領域」へ引き込み I政治的正統性の犠牲においてえられる技

術的正統性の強化」叫に貢献してきたことを「会計の社会・政治史の哩解」聞

に付け加えなくてはなるまい。

いずれにしても I会計は組織〔行動〕の正統性を強化する直接的基礎を用

意することができる]叩ので I組織はその〔内部・外部〕環境からの圧力に

応えるために〔対内的〕対外的正統性という名目で特定の会計ー....実務を利用

することができる」附けれども，会計の「結果はそれがおこなわれる特殊な関

係状況の中で生み出され， その利用，その組織的・社会的役割，他山組織

的・社会的過程や慣行と交わる仕方，その刺用が生み出す抵抗によって決定さ

89) Hop¥刊 od，1979， p 剖.

90) Burchell， Cluub， HopwooJ， Hughes al1d Nahapiet， p. 5 

91) Hopwood， 1984 (a)， p. 171 

92) Hop羽田d，1!:l84 (a)， p. 1'11 

93) Hopwood， 1984 (a)， p. 180 
94) Hop明ood，1984 (a)， pp. 180-181 
95) Hop¥叩 od，1985， p. 366 
96) Hopwood， 1984 (a)， p. 182 

97) Hopwood， 1983， p. 302 
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れる」ので， Iそれが取り入れられ，変化させられる〔当初の〕狙いとは必ずし

も密接な自動的関係をもっていない。J98) したがって， I組織の行動と成果の会

計は， [たとえば，組織行動の正統性や組織内外の権力分布の変更という〕実

質的問題関心を織り込んだ時でさえ， 必ずしも自動的効果をあげられない」附

わけであるか G，r期待せる結果に加えて期待せざる結果となる可能性J"ω を

もっているといわざるをえない。

V 通用の会計から代替会計へ，さらに非会計へ

以上，ホップウッドが試みた多元的関係状況の中での会計の観察と「分析」

について整理Lてみたが，そこ「から浮び出た〔これまでのややエテレオタイ

フa化した会計観正は〕対照的な代替 C会計7観J101)にしたがえば r会計は

そうでないもの (whatit i8 not) によって評価できるJ'"幻ばかりでなしさ

らに変化しつつある現象としてのJ103) r会計はそうでなかったもの (what

it was not) になる過程にあるものとして研究することができる。J'仙

たしかに，そうした方向での会計研究または「会計論議そのものは会計がそ

うでなかったものになるはずみを与えることができるJ'聞ので rあるパター

ンの『反会計.lI (counter-accountings) が労働運動の観点から一般におこなわ

れている会計の基礎と合意に挑戦するために出現LJ，すでに「学界の壁の外

側にしっかりと定着した。J'附しかるに，学界の内部では，一般におこなわれ

ている会計に対抗する「代替会計という考え Calternative-CDllceptionsof ac-

counting) は，たとえあったとしても，ほとんど明不されてこなかった1...-，現

98) Hopwood， 1984 (8)， p. 185 
99) Hopwood， 1984 Ca)， p. 184. 
100) Hopwood 'and Bromwich， 1984 (a)， p. 7. 
101) Hopwood， 1984 (c). p. 7 

102) Hopwood， 1984 (d)， p. 6 
103) Hopwood. 1983. p. 296. 

104) Hopwood， 1984 (d)， p. 32 
105) Hopwood， n. d.， p. 18 

106) Hopwood and Bromwich~ 1984-(b)， p. 15.9 
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在でもそうである。〔そして〕会計はこれまでどおりに会計であるJ"りという

状態が続いている。

そこで，ホップウッドは現行「制度への従属J108)(the institutional alle 

giance) から「会計研究と会計研究者」を解放するために. i代苔会計とそれ

を受け入れる場所であ昌代替〔社会]制度 (alternativeaccounts and a!ter-

native institutional loci) とし、う考えJ"のを打ち出して['代替会計の形態

とありうる会計 (alternativeforms of accounting and accounting as it might 

be) の研究の必要性J110)をつぎりように主張している。

「会計は会計に対抗しうるJ'川 (Accountingscan counter accountings)し，

「また，会計はそれ自身にたL、する重大な影響力として働きうるJll2.)から，

「現在組織と共存している〔会計〕情報処理〔ジステム〕のより広汎な代替・

補足形熊 (thewider， alternative and complementary forms) が 論議き

わしはじめねばならない。J1l3)

なお i会計は〔会計研究者の〕注意を独占する傾向が存在したJllu の

で』ホップウッドは「会計そのものへの・ 従属J1m (the allegiance...... to 

accounting itself) から会計研究者を解放するために. i単にこれまでとは異

なった〔代替〕会計よりもむしろほとんど会計でないものJ'山(feweraccount-

ing than rnerely different one) J または「会計らしくないもの山 (thenOD-

accounting) として「会計にたいする社会的・制度的代替過程J(alternative 

social and institutional processes to accounting) とし、う考えを打ちだして，

107) Hopwood， 1984 (b)， p. 5 
108) Hop柄。od，1985， p. 373. 
109) Hop、刊od，1985， p. 3τ3 
110) Hopwood， 1980， p. 158 
111) Hopv刊 od，1984 (a)， p. 184. 
112) Hopwood， n. d.， p. 17 
113) Earl and Hopwood， p. 11 
114) Hoc明ood，1985. p. 374 
115) Hopwood. 1985. p. 3τ3 
116) Hopwood， 1985， p. 374 
117) Hopwood， 1984 (d)， p. .32 
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アクセス

会計「情報への接近権の授与」などを「会計にたいする特殊な代替過程 (spe-

ci:l1c alternatives to accounting) の可能性」川〉の例として挙げている。

たしかに，会計「↑育報への接近は情報の開示に実質的に含まれている計画に

反応するよりも，むしろ，予想し，かっ計画する機会を労働〔の側〕に与える

に違いないJ'川から，これまでにも，会計「情報の報告よりもむしろそれへの

接近の可能性がさらに進んで考察するに値するトピックといわれてきた。J'如

しかし，その後『時の経過にもかかわらず，会計にたいする代替過程はじいう

ま立もなく，代替会計 Eさえ7いぜんとして将来の研究課題とし℃残されてい

る」臼口始末である。

いや，そればかりではない。 i会計によって採用される形態にたし、するより

広汎な文化的影響を検討することに[1970午〕初めから問題関心が表明されて

きたJ122)にもかかわらず i文化の不可欠の構成部分と Lての『会計llJ123'が

il、かに国民文化と伝統にかかわり合っているかは未知のま主に残きれている。

同じように， [国民文化と伝統に逆に影響しかねない会計の〕意味も研究され

ていない。yUl特に i異なった国民〔文化と〉伝統」 という国際的関係状況

の中での会計の「国際比較」は「これまでほとんど無視されてきた領域であ

る。J125) 

きて，これまで問題としてきた「領域におけるイギリスの〔会計〕研究」に

共通してみられる「経験的〔研究〕の相対的無視は，一方では， [その理論的

開放性と他の関連分野における新発展への配慮によって，新古典派経済学的見

方よりもむしろ7他の人間科学や社会科学から新しい理論的見方の利用を容易

にしたJL， iまた，理論的問題関心への集中は，会計実務のより広汎な組織

118) 目。pwood，1985. p. 374 
119) Cooper， p. 129. 
120) Hopwood， 1985， p. 374 
121) Hopwood. 1985. p. 375 
122) Hopwood. 1983， p. 300 
12勺 Gambling.1978， p. vii 

124) Hopwood and Bromwich， 1984 (a)， p. 10 
125) Hopwood and Bromwich. 1984 (a)， p. 10 
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的・社会的性格の探究を推進じた"J126) しかしながら会計行動については

ほとんど経験的にわかっていない」ために，そ ζに形成された会計「程論の多

くは正確な経験的裏付けをほとんどもっていないJ12'1)のが現状である。

とはいえ，ホップウッドが提示した「新しい〔記述的会計コ理論を〔広く〕

伝達〔受円入れさせて，それを経験的に裏付けコする乙とが〔現在〕できない

という ζ とは，長期の問題ではないJ12，，)から，やがて解決きれると期待 L て

よいであろう。
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